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概   要 

 

 

 ウイルス第一部は、平成１４年４月１日より、村山分室にある第一室（外来性ウイルス

室）、戸山庁舎にある第二室（節足動物媒介性ウイルス室）、第三室（神経系ウイルス室）、

第四室（ヘルペスウイルス室）、第五室（リケッチア、クラミジア室）５室で構成されるこ

ととなった。 

本年度は以下の人事異動があった。平成１４年４月１日付で伊藤美佳子が第二室研究員と

して採用され就任した。平成１５年１月１日付で中道一生が第三室研究員として明海大学

より就任した。また、平成１４年７月１日付で森本金次郎主任研究官が第三室室長として

発令された。平成１５年３月３１日付で主任研究官山田堅一郎、主任研究官高山道子が定

年退職した。また、同日付で第一室研究員前田秋彦が帯広畜産大学に転出した。 

研究業務としては、出血熱ウイルス、日本脳炎ウイルス、デングウイルス、狂犬病ウイル

ス、EB ウイルス、水痘帯状疱疹ウイルス、リケッチア、クラミジア等の病原体の研究、血

清及び分子疫学、および感染症発症病理機構の解析と診断、治療、予防方法の研究を行っ

た。それぞれの研究成果は論文及び国内外の学会等を通して発表された。 

第一室においては、P４実験室を使用しない出血熱ウイルスの診断体制の確立を目的とした

研究を行っており、エボラ出血熱、マールブルク病、クリミア・コンゴ出血熱、ラッサ熱

に対する診断法を開発した。特に本年度はクリミアコンゴ出血熱ウイルスに対する抗原抗

体診断法の有用性を中国での疫学調査において確認した。またリフトバレーウイルスとフ

ニンウイルスの診断法の開発を開始した。さらに痘瘡ワクチンの品質管理に関する研究を

行った。 

第二室においては、日本各地のブタ血清から日本脳炎ウイルスの分離を行い国内に分布す

る日本脳炎ウイルスの比較解析を行った。また、これまで確立したウエストナイルウイル

ス熱の診断法を用いてのサーベイランス体制の確立を行った。また熱帯、亜熱帯地域から



の帰国者における輸入デング熱について、迅速、簡便且つ特異的な血清病原体診断法を開

発して他のフラビウイルスとの鑑別法を確立した。 

第三室においては、世界各地で分離された狂犬病ウイルスや新たに中央アジアでコウモリ

から分離されたリッサウイルスについて遺伝子解析をおこなった。また、HEP-Flury 株を

用いた cDNA 発現系を開発し、この系を用いて P遺伝子を欠損した増殖欠損ウイルスを作製

した。また cDNA 発現系を用いて作製した変異ウイルスを用いての神経病原性の解析を行っ

た。 

第四室においては、エプスタイン・バールウイルス（EBV）の潜伏感染に関する研究と疫学

的研究を進展させた。特に EBV 潜伏感染の維持に必須で、治療と予防のため最適の標的で

ある EBV 核抗原-１（EBNA-1）の核内における細胞タンパク質との共局在について新知見を

得、潜伏感染の新しいメカニズムを示した。また、EBNA-LP、EBNA-2 に関しては、相互作

用する細胞蛋白の同定と転写活性化における機能解析の研究を進展させた。水痘ウイルス

については分離株の遺伝子構造の比較を行い、野生株とワクチン株の識別法を開発した。 

第五室においてはクラミジア感染症の血清・病原体診断法を確立し、国内各地での肺炎ク

ラミジア感染症、オウム病の集団発生例に関して対応し調査を行った。また、分離された

クラミジア株について分子生物学的解析を行った。リケッチア感染症については Q熱の血

清・病原体診断法を確立し、国内外の検体を用いて有用性を確認した。 

以上の研究活動に対して、厚生労働省、ＨＳ財団、文部科学省、環境省等から研究費の援

助を受けた。日本脳炎ワクチン、黄熱ワクチン、狂犬病ワクチン、水痘ワクチン、水痘皮

内抗原について国家検定及び依頼検査を行った。また、各ウイルス及び患者材料に関する

多数の行政検査、依頼検査を行った。さらに各病原体に関するレファレンス活動を行った。

また各室において多数の協力研究員、研究生、実習生を受け入れた． 
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 研 究 業 績 

 

I. 第一室 

 
1. クリミア・コンゴ出血熱ウイルスの組換え核蛋白を用

いた IgM抗体の検出と診断における有用性 

 

 クリミア・コンゴ出血熱（CCHF）ウイルスの組換え核

蛋白（CCHFV-rNP）を抗原とした IgG ELISAによる特異的抗

体検出システムが高い精度と感度を有していることは、

これまでの検討で明らかにされた。平成 14年度は、昨年

度に引き続き CCHFV-rNPを抗原とした IgM-捕捉 ELISAの診

断における有用性を検討した。2001年と 2002年の中国新

疆ウイグル自治区における CCHF 流行においては、10 名

の患者から CCHF ウイルスゲノムが検出された。この 10

名の患者から発症 11日以内に血液が採取され、組換え核

蛋白を抗原とした IgM-捕捉 ELISAを用いて、それらの血清

における IgM抗体の推移を検討した。発症 11日以内の患

者6名から採取された血清が IgM-補足 ELISA陽性を呈した。

対象としての日本人血清96検体はすべて陰性を呈するこ

とが確かめられていることから、CCHFウイルス組換え核

蛋白を抗原とした IgM-補足 ELISAの診断における有用性が

確認された。［西條政幸、唐青（中国予防医学科学院流行

病学微生物学研究所）、前田秋彦、緒方もも子、倉根一郎、

森川茂］ 

 

2. 抗原検出 ELISAによるクリミア・コンゴ出血熱の診断 

 

 クリミア・コンゴ出血熱（CCHF）ウイルスの組換え核

蛋白（中国分離株 8402株）に対する単クローン抗体を樹

立し、その単クローン抗体を用いた抗原検出 ELISAを開発

した。この抗原検出 ELISAでは，組換え核蛋白だけでなく

CCHFウイルス中国分離株である 66019株をはじめ、中国

で分離された CCHFウイルス 6株の核蛋白をそれぞれ高感

度に検出できることが明らかにされた。Nested RT-PCR で

CCHFと診断された CCHF患者の急性期血清（IgG抗体およ

び IgM抗体ともに陰性）は、この抗原検出 ELISAで陽性を

呈した。平成 14 年度の新疆ウイグル自治区の CCHF 流行

期には 6 名の患者からウイルスゲノムが検出され、その

うち 2名の患者から採取された血清がこの抗原検出 ELISA

で陽性を呈した。平成 13年度の流行時における検討と総

合すると、RT-PCR 法でウイルスゲノム陽性で、IgG 抗体、

IgM 抗体が陰性の血清 7 検体中 3 検体がこの ELISA で陽性

を呈した。これらのことから、RT-PCR 法よりも感度が低

いものの診断に有用であることが明らかにされた。今回

の検討では、検体に血清を用いたが、CCHFウイルスの感

染ターゲット細胞のひとつに単核球が含まれていること

から、検体として全血を用いると、抗原検出 ELISAの診断

における感度を高めることが可能と考えられる。さらな

る検討が必要である。［西條政幸、唐青（中国予防医学科

学院流行病学微生物学研究所）、前田秋彦、緒方もも子、

倉根一郎、森川茂］ 

 

3. 中国新疆ウイグル自治区におけるクリミア・コンゴ出

血熱の分子疫学的研究 

 

 平成 13 年度には新疆ウイグル自治区における 2001 年

の CCHF流行に関与した CCHFウイルスの S-遺伝子の塩基

配列を決定し、これまで中国で分離されている CCHFウイ

ルス（66019株，7001株，75024 株，7803 株，79121 株，

8402株）や Nigeria分離株 IbAr10200株の S-遺伝子塩基配列

と比較して系統樹解析を行った。平成 14年度は、さらに

2002 年の流行時の患者から得られたウイルスゲノムおよ

びダニから得られたウイルスゲノムを加えて、分子疫学

的解析を行った。2001 年度の流行は、66019 株に近縁の

CCHFウイルスによる流行であり、2002年の流行は、66019

株近縁の CCHFウイルスおよび 7803株に近縁の CCHFウイ

ルスによる流行であることが明らかにされた。上記の中

国分離株は系統樹解析上 3 つのクラスター（クラスター

A：7001株，79121株；クラスターB：66019株；クラスタ

ーCa：88166株，HY13株，75024株，7803株；クラスター

Cb：8402株）に分類されるが、2002年度に採取されたダ

ニから得られたウイルスゲノムには、これらの 3 つのク

ラスターに分類されない新しいクラスターに分類される

ものが存在した。［西條政幸、唐青（中国予防医学科学院

流行病学微生物学研究所）、前田秋彦、緒方もも子、倉根

一郎、森川茂］ 

 

４. リフトバレー熱ウイルス（RVFV）の組換え核蛋白の

発現と精製 

 

 N-末端側に histidineタグが付加された組換え RVFV核蛋白

を発現する組換えバキュロウイルスを作製した。このウ

イルス感染細胞では RVFV の組換え核蛋白が強く発現さ

れることが確認された。その蛋白は比較的不溶性の蛋白

であることが確認された。2Ｍの尿素で十分溶解させるこ

とができ、この条件で RVFVの組換え核蛋白を精製するこ

とが可能であった。今後は、RVFVを抗原とした抗体検出

法と組換え RVFV 核蛋白を抗原とした抗体検出法を比較

して、後者の精度と感度を調べ RVFV感染症の診断や疫学

的研究における有用性を検討する予定である。［西條政

幸、Brigden Kakonkanya (The Virology Laboratory, UTH, University of 

Zambia)、前田秋彦、緒方もも子、倉根一郎、森川茂］ 

 

5. フニンウイルス NPとラッサウイルス NPの血清学的交

叉 

 

 ラッサウイルス、LCM ウイルス、フニンウイルスの精

製組換え NPと、それぞれのウサギ免疫血清、ラッサ熱患



ウイルス第一部 

者血清、アルゼンチン出血熱患者血清との反応性を ELISA

法で調べた。その結果、ラッサ免疫血清は LCM ウイルス

NP と強く交叉しフニンウイルス NP とも比較的強く交叉

した。LCMウイルス NP免疫血清も同様に、ラッサウイル

ス NP と強く交叉し、フニンウイルス NP とも比較的強く

交叉した。フニンウイルス NP免疫血清は、ラッサウイル

ス、LCM ウイルスの NP とは殆ど交叉しなかった。一方、

ラッサ熱患者回復期血清は、LCMウイルス NPと若干交叉

したが、アルゼンチン出血熱患者血清は、ラッサ、LCM

ウイルス NPとは交叉しなかった。この結果から、アルゼ

ンチン出血熱の血清学的診断においては、近縁のアレナ

ウイルスとの交叉に関しては問題にならないと考えられ

る。［森川 茂、Victor Romanowski (アルゼンチン、ラプラタ

大学)、西條政幸、前田秋彦、緒方もも子、倉根一郎］ 

 

6. 痘そうワクチンの副作用予防に関する研究：痘そうワ

クチン Lister株の抗ウイルス剤に対する感受性 

 

 天然痘ウイルスによるバイオテロリズムに備えて、我

が国においても痘そうワクチンの生産が再開され、世界

中から根絶されたはずの天然痘の再来に備えている。痘

そうワクチン接種による副作用として、特に致死率の高

い脳炎、播種性痘瘡疹などが挙げられる。この副作用に

対する治療法は確立されていない。そこで、作用機序の

異なるいくつかの抗ウイルス剤の痘そうワクチン（Lister

株）に対する増殖抑制効果を検討した。シドフォビル、

ビダラビン、S2242が痘そうワクチン（Lister株）の増殖を

選択的に抑制し、一方、DNA ポリメラーゼ阻害剤である

フォスカルネットとグアノシンアナログであるガンシク

ロビルは同ウイルスの増殖を全く抑制しなかった。また、

carbocyclic oxetanocin-G、carbobyclic oxetanocin-A、リバビリンは

同ウイルスの増殖を中等度に抑制をした。米国で使用が

認可されているシドフォビル、我が国で抗ヘルペス剤と

して広く用いられているビダラビンは、痘そうワクチン

の副作用に有用である可能性がある。また、S2242も有望

な薬剤である。［西條政幸、森川茂、前田秋彦、緒方もも

子、倉根一郎］ 

 

7. グロブリン製剤のワクシニアウイルス中和抗体に関

する研究 

 

 天然痘によるバイオテロリズム対策として、日本でも

痘そうワクチンの製造が平成 13年度に再開された。この

ワクチンに使用される LC16m8株は、副反応が極めて低い

株と考えられている。しかし、実際に臨床応用され広く

用いられる場合、痘そうワクチンによる副作用の出現が

懸念される。痘そうワクチンによる副作用や合併症の治

療のひとつとして、ワクシニア免疫ヒトグロブリン(VIG)

投与が挙げられる。しかし、現在、その入手は困難であ

る。そこで、現在入手可能な通常のヒト免疫グロブリン

製剤中に含まれるワクシニアウイルスに対する中和抗体

価を測定した。その結果、50から 100国際単位の中和抗

体が、通常のヒト免疫グロブリン製剤に含まれているこ

とが確認された。VIGの中和抗体価は 500国際単位と定め

られているため、この基準に照らして考慮すると、VIGの

代用としてはヒト免疫グロブリン製剤を10倍量使用する

必要がある。［前田秋彦、西條政幸、森川茂、緒方もも子、

倉根一郎］ 

 

8. 細胞培養痘そうワクチンの B5R 欠損と有効性に関す

る研究 

 

 天然痘（痘そう）は、バイオテロに用いられた場合の

危険度等から米国で category A に分類される。このため、

日本でも痘そうワクチンの製造が平成13年に再開された。

このワクチンに使用される LC16m8株は、副作用の極めて

低いワクチン株と考えられているが、B5R遺伝子に一塩基

（G）の欠失があるため欠失型の B5R蛋白がコードされて

いる。他の 5種類の細胞外エンベロープウイルス（EEV）

表面蛋白には、問題となる欠失はなかった。組換え蛋白

免疫実験によると、欠失型 B5R は免疫原性が弱く抗原性

も低いことが明らかにされた。また、通常の接種者には

B5R抗体は検出されなかった。ワクチニアウイルス高度免

疫ウサギ血清では、B5R抗体が検出されたが、その抗体価

は低かった。マウスでは、Lister 株 B5R 免疫マウスでは致

死量の WR株感染に抵抗性を示したが、LC16m8型 B5R免疫

マウスでは抵抗性を示さなかった。［森川 茂、長谷川秀

樹・永田典代（感染病理部）、網康至（実験動物管理室）、

前田秋彦、西條政幸、緒方もも子、倉根一郎］ 

 

9.  アシクロビル耐性単純ヘルペスウイルス 1 型

（HSV-1）のチミジンキナーゼ（TK）における変異 

  

 近年、アシクロビルなどに対する薬剤耐性単純ヘルペ

スウイルス感染症の報告が増加している。アシクロビル

耐性 HSV-1 の迅速診断および同ウイルス感染症の治療に

対する基礎的研究として、in vitroで作製した 24株のアシ

クロビル耐性 HSV-1の性状を解析した。また、23株のペ

ンシクロビル耐性 HSV-1 についても同様の検討を行った。

アシクロビル耐性の 24 株中 12 株に TK 遺伝子に framshift

変異が、12株に 1塩基置換によるアミノ酸変異が認めら

れた。後者の 12株においては、8株で 1アミノ酸変異の

伴う TKが、4株で早期ストップコドン出現による C-末端

のペプチドが欠損している TK が発現されることが確認

された。一方、in vitroで作製された 23株のペンシクロビ

ル耐性 HSV-1の 22株で framshift変異が認められ、1株で 1

塩基置換に伴う早期ストップコドン出現により C-末端

のペプチドが欠損している TK が発現されることが認め

られ、アミノ酸変異を伴う TKを発現する HSV-1は認めら

れなかった。アシクロビル耐性ヘルペスウイルスのアシ
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クロビルに対する感受性とシドフォビルに対する感受性

には負の相関が認められた。［西條政幸、錫谷達夫（福島

県立医科大学微生物学教室）、前田秋彦、緒方もも子、森

川茂］ 

 
Ⅱ. 第二室 

 
1. 日本脳炎ウイルスのサーベイランス 

 

 日本脳炎ワクチンの効果評価をねらいの 1 つとして、

11 都県の地方衛研との共同研究の形で、「日本脳炎ウイ

ルスのサーベイランス」を開始した。各県の養豚場にお

いて新鮮感染が確認された時から遡って 1-2 週間前に採

血、冷凍保存され、当研究室に送られた 8 県のブタ血清

から日本脳炎ウイルスが分離された。その内で 6 株の E

タンパク領域の遺伝子解析の結果、それらは、ワクチン

株（北京 1株）とは異なる遺伝子型 I型に分類された。[根

路銘令子、高崎智彦、野村秀和、山田堅一郎、伊藤美佳

子、倉根一郎、小川知子（千葉県衛研）、尾西一（石川県

保環センター）、池ヶ谷朝香（静岡県西部食肉衛検）佐原

啓二（静岡県環衛科研）、渋谷香（高知県衛研）、吉田靖

子（東京都衛研）、杉山明（三重県科技振センター）、寺

杣文男（和歌山県衛公研センター）、山西重機（香川県衛

研）、小野哲郎（大分県衛環研センター）、田端康二（熊

本県保環科研）、糸数清正（沖縄県衛環研）] 

 

2. 細胞（Vero細胞、C6/36細胞）による、分離ウイルス

の性状の比較解析 

 

 分離に用いる細胞により、産生される日本脳炎ウイル

スの感染ウイルス量に明らかな違いが見られた。現在、

その抗原性、遺伝子配列、病原性についての解析を進め

ている。[根路銘令子、野村秀和、高崎智彦、倉根一郎] 

 

3. 日本脳炎を疑われる患者検体からのウイルス分離 

 

 日本脳炎を疑われる重篤な患者の髄液より、日本脳炎

ウイルスが分離された。部分的な遺伝子配列の解析の結

果、分離ウイルス JEV/Hu/Hiroshima/1/2002 と標準株

JEV/Mo/Gunma/01/1959(JaGAr01)とは、E蛋白 2136-2458領域

の僅かに 1 塩基が異なるのみで、同じく遺伝子型 III 型に

属することが明らかになった。その他、４症例からのウ

イルス分離を確認試験中である。[根路銘令子、高崎智

彦、倉根一郎] 

  

4. WHO collaborative study on assess the suitability of candidate 

reference material to serve as the International Standard for JE 

virus antibody. 

 

 日本脳炎に関する診断上きわめて重要である中和試験

に関する世界的な標準ヒト血清、攻撃ウイルス株を統一

するための６カ国８施設による研究事業を開始した。[根

路銘令子、高崎智彦、倉根一郎、NIBSC(UK)、WHO)] 

 

5. ウエストナイル熱・脳炎診断法の確立とサーベイラン

ス体制の構築 

 

 1999年 8月に西半球で初めてニューヨークで発生した

西ナイル脳炎の原因ウイルスである西ナイルウイルスは、

日本脳炎ウイルスに近いウイルスである。そのため日本

国内に侵入した場合、日本脳炎との鑑別が極めて重要と

なる。ウイルス遺伝子の検出のため、ニューヨークで分

離されたウイルス株の遺伝子配列から、新たにプライマ

ーを作製しその感度を検討した。また、CDC より分与さ

れた IgM抗体陽性患者血清を用いて、IgM捕捉 ELISAを開発

し、成田空港における水際作戦を展開し、検査希望者に

対し抗体検査、PCR 検査を実施した。その結果は全例陰

性であった。その他、2002 年に発生した日本脳炎患者 7

例に関して検査を実施したが、いずれも陰性であった。

また、米国における大流行を受けて、各地方衛生研究所

等に対する病原体診断法に関する講習会を実施した（10

月 28日）。［高崎智彦、伊藤美佳子、野村秀和、倉根一郎、

松本泰治・横田勉・田中絹枝（成田空港検疫所）］ 

 

6. 現行日本脳炎ワクチンのウエストナイルウイルスに

対する防御効果の検討 

  

 ヒトに対するワクチンの実用化の目途が立たないウエ

ストナイルウイルスに対して、抗原性で極めて近似であ

る日本脳炎ウイルスの現行不活化ワクチンの有効性をマ

ウスにより評価した。その結果、日本脳炎不活化ワクチ

ンで免疫したマウスは、ウエストナイルウイルス脳内接

種に対しては効果が無かったが、腹腔接種である程度の

防御効果を確認した。[高崎智彦、伊藤美佳子、野村秀和、

根路銘令子、山田堅一郎、倉根一郎 ] 

 

7. 黄熱ワクチンの副作用に関する研究 

  

黄熱ワクチンは、流行地域に渡航する人に対して接種

している、海外から輸入している旅行ワクチンであるが、

近年多臓器不全により死亡した副作用報告があった。こ

のため、弱毒生ワクチン株１７D 株が、野生株に変異す

る可能性を細胞培養法・乳のみマウス脳内接種法により、

それぞれ５継代することにより検討した。その結果 E 領

域に関して、遺伝子配列は変化が無かった。しかしなが

ら、1985 年にサイエンスに報告された遺伝子配列と比較

して 1 アミノ酸の変異があることを確認した。[高崎智

彦、伊藤美佳子、野村秀和、根路銘令子、山田堅一郎、

倉根一郎 ] 

 



ウイルス第一部 

8. １９９６年－２００２年における輸入デング熱患者

から分離されたウイルスの遺伝子解析 

 

１９９６年から２００２年にデング流行地からの

入・帰国者で、検査依頼のあった不明熱患者検体につい

て輸入デングウイルス感染症を検討した。感染患者の大

半はタイ、インド、フィリピン、インドネシアなど東南

アジアからの帰国者であるが、タヒチ、グｱテマラ、ナイ

ジェリア、コートジボアール、ブラジルなどオセアニア、

中南米、アフリカからの帰国者からも陽性例が検出され

ており、日本人旅行者が熱帯地域のどの地区でもデング

ウイルス感染を受けていると思われる。これらの輸入デ

ング熱／デング出血熱患者から分離されたデングウイル

ス 36株（1型１７株、2型７株、3型５株、4型４株）に

関して E領域の遺伝子解析を実施した。[伊藤美佳子、山

田堅一郎、野村秀和、高崎智彦、倉根一郎、三輪俊樹・

高橋正樹・横田勉・田中絹枝（成田空港検疫所）］ 

 

9. デングウイルス感染症の実験室内診断―種々の測定

法による抗体価の検討― 

 

デングウイルス感染症の実験室内診断としては、主と

して RT-PCR 法と ELISA 法による抗体測定等が行われてい

る。そこで RT-PCR法で型別を確定された患者血清を用い

て、種々の抗体測定法について比較検討を行った。プラ

ック法による中和抗体価が、PCR 法による血清型別と一

致したものは、10/13例（77％）であり、血清型別におけ

る特異性の高さを示した。また、プラック法による中和

抗体価は、8 病日から 70 病日まで、PCR 法による血清型

別と一致しており、抗体測定における血清型別の有用性

が示された。[山田堅一郎、高崎 智彦、倉根 一郎、田

部井由紀子・吉田 靖子・平田 一郎（東京都立衛生研

究所 微生物部）、名和 優（埼玉医科大学・微生物学）] 

 

10. 日本人デングウイルス感染者における日本脳炎ウイ

ルスとの抗体交差反応性の検討 

  

 日本脳炎ウイルスに対する抗体を保有する日本人デン

グ患者（輸入症例）の血清を用いて、赤血球凝集抑制（HI）

抗体および中和抗体の交叉反応性を解析し、中和試験が

より信頼性があることが確認されたが、中和抗体が十分

上昇する 8 病日以降であれば、日本脳炎とデングウイル

ス感染症を鑑別することが可能であることが明らかとな

った。[山田堅一郎、矢部貞雄、高崎智彦、倉根一郎、名

和 優（埼玉医科大学微生物学）] 

 

11. 日本脳炎ウイルス中和様式の解析 

  

 日本脳炎ウイルス(JEV)のエンベロープ(E)タンパクに対

するモノクローナル抗体には、(1)ウイルス中和(N)活性と

血球凝集抑制(HI)活性を共に示す抗体。(2)N 活性は示すが

HI 活性を示さない抗体がある。これら生物学的性状の異

なる抗体と JEVとの反応を解析することにより、JEVの宿

主細胞への感染様式につき検討した。ウイルス中和活性

が①細胞への吸着抑制による場合、②ウイルスの吸着以

後の感染初期過程の抑制による場合が考えられ、実験結

果より、N 活性と HI 活性をともに有する抗体は、ウイル

スの細胞への吸着を抑制した。N 活性を有するが HI 活性

を示さない抗体は、ウイルスの細胞への吸着を抑制しな

かった[高崎智彦、山田堅一郎、倉根一郎、名和 優・赤

塚俊隆（埼玉医科大学微生物学）] 

   

12. 針無圧力注射器を用いた日本脳炎不活化ワクチン接

種による中和抗体誘導 

  

 現行日本脳炎ワクチンの免疫誘導効果を高めるために、

注入液が広範囲に筋肉内に拡散する特徴のあるインシュ

リン注射用の針無圧力注射器（医療器具として現在使用

されている）を用いてマウスに筋注し、その効果を検討

したところ、5倍程度の高い中和抗体誘導能を示した。[高

崎智彦、伊藤美佳子、根路銘令子、山田堅一郎、倉根一

郎 ] 

 

13. RT-PCRおよび RFLP法によるブラジル各種動物由来の

狂犬病ウイルスの鑑別診断 

 

 ブラジルにおいて特異的に維持されている Dog-related 

rabies virus (DRRV)と Vampire-bat related rabies virus (VRRV)伝播

サイクルを解明するため、DRRVおよび VRRV27検体をヌク

レオプロテイン遺伝子 1396塩基を PCRで増幅し、塩基配

列を決定した。塩基配列情報に基づいて由来ウイルスに

特異的に反応するプライマーを作製して RT-PCR解析を行

うと共に、3種類の制限酵素(BlpI、 Bsu36Ⅰおよび BspEⅠ)

を用いた PCR産物の消化パターンを解析する RFLP法によ

り、狂犬病ウイルスを分類した。DRRV および VRRV は制

限酵素 BlpⅠおよび Bsu36Ⅰを用いることによって明確に

分類され、由来ウイルスに特異なプライマーを用いた

RT-PCR 解析の結果と一致した。 由来ウイルスに特異な

プライマーを用いた RT-PCR 法および制限酵素を用いた

RFLP 法は、遺伝子解析を行わなくてもブラジルの狂犬病

ウイルスの由来を特定できる迅速かつ簡便な分子疫学的

解析法であることが明らかとなった。[伊藤美佳子、伊藤

琢也（日大・獣医衛生）、新井陽子、Itou.  H. Fumio(University 

of Sao Paulo)、 高崎智彦、倉根一郎、酒井健夫（日大・獣

医衛生）] 

 
Ⅲ. 第三室 

 
1. 日本の狂犬病ウイルスの起源に関する解析 
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日本での狂犬病は 1970 年にネパールで野犬にかまれ

発症死亡した症例以外には、1957 年以降発生していない。

われわれは、過去の日本の狂犬病ウイルスがどのような

経路によって侵入し流行したかを知る目的で、世界の狂

犬病ウイルスの N遺伝子 133株と実験室で保存されてい

る日本の株と比較解析した。その結果、これらのウイル

スは少なくとも９のクラスターに分けられた。過去の日

本の狂犬病ウイルス高免（高橋株由来）、西ヶ原株はヨー

ロッパ、中近東、アフリカ等と最も広い地域で分離され

たウイルスのグループに属し、そのうちの中国の株と同

じクラスターを形成した。小松川株は北極、ロシア、カ

ナダ等のグループに属し、そのなかのハバロフスク、バ

イカル湖地域で分離されたウイルス株と同じクラスター

を形成した。過去の日本の狂犬病ウイルスは、中国とロ

シアで分離されたウイルスに近く、これらの地域から日

本に入ったと考えられた。[新井陽子、亀岡洋祐（遺伝子

資源室）] 

 

2. 中央アジアのキルギスタンとタジキスタンのコウモ

リ（Myotis genus）から分離された２つのリッサウイルスの

解析 

 

昨年に引き続き中央アジアのコウモリからのリッサ

ウイルスの分離同定をおこなった。Aravan ウイルスは、

1991年キルギスタンで、Khujand ウイルスは、2001年にタ

ジキスタンのコウモリから分離された。この 2種類のリ

ッサウイルスの N、G、P遺伝子の塩基配列を決定し、系

統樹解析をおこなった。これらのウイルスは、アジアに

おける狂犬病ウイルス以外のはじめてのリッサウイルス

であり、新しい遺伝子型が示唆された。また 1983年にノ

ボシビルスク、1995年にオムスクのコウモリから分離さ

れたウイルスは狂犬病ウイルス CVS株と一致し、実験室

内での継代によるコンタミが考えられた。今後、コウモ

リからのリッサウイルスが、アジアの地域でも公衆衛生

上問題となる可能性があり、またリッサウイルスの分類

学においても重要となろう。[新井陽子、亀岡洋祐（遺伝

子資源室）、米国 CDCとの共同研究] 

 

3. 狂犬病ウイルス HEP-Flury株を用いた cDNA発現系の開

発 

 

狂犬病ウイルスの組換えウイルス作製法を目指し、ヒ

ト用ワクチン株である HEP-Flury株の cDNA発現系を確立し

た。先ず、HEP-Flury株各蛋白質遺伝子の cDNAクローニン

グ、発現プラスミドへの組込みを行ない。さらにゲノム

完全長 cDNAのクローニング、プラスミドへの構築を行な

った。それら cDNAプラスミドを培養細胞にトランスフェ

クトし狂犬病ウイルスが産生されるよう種々の条件検討

を行ない。cDNAプラスミドより狂犬病ウイルスを産生さ

せる系を確立した。この系を利用することにより、狂犬

病ウイルスに容易に変異を導入することやいろいろな遺

伝子を挿入したりすることが可能となった。狂犬病ウイ

ルスの病原性機構を分子レベルで解析することさらには

より安全で有効な組換えウイルスワクチンの作製が可能

となる。［森本金次郎、井上智（獣医科学部）、井上謙一、

飯島敏夫（東北大・生命科学）、庄司洋子、酒井健夫（日

大・獣医衛生）、倉根一郎］ 

 

4. 狂犬病ウイルス cDNA発現系を利用した増殖欠損ウイ

ルスの作製 

 

狂犬病ウイルスのヒト用ワクチン株である HEP-Flury株

の cDNA発現系を利用して。狂犬病ウイルスの P遺伝子を

欠損したウイルスを作製し、そのウイルスの性状を in vitro

及び in vivoで解析した。この P遺伝子欠損ウイルスは P

蛋白質発現細胞でのみ増殖可能で、マウスでの病原性が

全くないことが分かった。さらに、ワクチンとしての防

御効果があることが示された。より安全で有効な組換え

ウイルスワクチンとしての利用や遺伝子発現ベクターと

しての応用が考えられる。また、この P遺伝子欠損ウイ

ルスは狂犬病ウイルス標品の感染性のないポジティブ検

体としての利用にも有用である。［森本金次郎、中道一生、

倉根一郎、井上智（獣医科学部）、庄司洋子、酒井健夫（日

大・獣医衛生）］ 

 

5. 狂犬病ウイルス cDNA発現系を利用した神経病原性の

解析 

 

狂犬病ウイルス固定毒の中には末梢感染からでも病原

性を持つものから、脳内感染においても発症しないもの

まで、病原性の強弱に様々な程度の差がある。狂犬病ウ

イルスのヒト用ワクチン株である HEP-Flury株の cDNA発現

系を利用して、cDNA上で変異を導入することにより変異

ウイルスを作製し、あるいは異なる株の遺伝子と取り替

えることにより、いろいろ組換え狂犬病ウイルスを作製

した。さらに発光遺伝子(GFP, DsRed)を持つ様々な組換え狂

犬病ウイルスの作製を行なった。このような組換え狂犬

病ウイルスを利用して、狂犬病ウイルスの神経病原性の

機構を解析中である。［森本金次郎、中道一生、倉根一郎、

庄司洋子、酒井健夫（日大・獣医衛生）］ 

 

6. 狂犬病ウイルスを利用した神経伝達機構の解析 

 

狂犬病ウイルスは逆向性に軸索を伝って伝播すること

が分かっている。この性質を利用し、狂犬病ウイルス

HEP-Flury株を用いた cDNA発現系を利用して、神経伝達の

解析に適するよう狂犬病ウイルスの改変を行ない。神経

伝達のトレーサーとしての有用性を解析している。［森本

金次郎、倉根一郎、井上謙一、飯島敏夫（東北大・生命

科学）］ 
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Ⅳ. 第四室 

 
１．EB ウイルス（EBV）の潜伏感染に必須な EBV 核抗原-

１は細胞 DNAの複製部位が集合する場“複製フォーカス”

に局在するー潜伏感染の新しいメカニズム        

 

 細胞核に局在する EBNA-1(Ito et al., 2000)は、EBV潜伏感

染の維持に必須な唯一つの EBVタンパク質である。EBNA-1

は潜伏感染 EBV DNAの複製起点領域 oriPと分裂期細胞染色

体に結合する。我々は EBNA-1が間期細胞クロマチン特に

その新生領域に局在することを報告した(Ito et al., 2002)。

細胞周期あたり一回だけ起こる EBVプラスミドの複製に、

EBNA-1が決定的役割を果たすメカニズムを明らかにする

ために、S 期細胞核内の EBNA-1 の局在の場を探った。

EBNA-1タンパク質およびその欠損変異体と緑色蛍光タン

パク質の融合タンパク質（GFP-EBNA-1）発現ベクターを

構築した。Ｓ期同調培養およびフローサイトメトリー、

Cy3-dUTP（赤色蛍光）DNAパルス標識、DNA複製タンパク

質の免疫染色、レーザー顕微鏡による共焦点顕微鏡分析、

免疫沈降分析などを行った。共焦点顕微鏡観察により、

GFP-EBNA-1が細胞 DNAの複製フォーカスに高度に局在す

ることを発見した。EBNA-1変異体分析の結果は、この共

局在にはRP-A以外の細胞核タンパク質が介在するであろ

うことを示唆した。本研究は、EBVが潜伏感染していない

細胞において、EBNA-1が細胞 DNAの複製フォーカスに局

在することを明らかにした。EBNA-1 の oriP 配列への結合

（Fujita et al., 2001; Kusano et al., 2001）と合わせて考察する

と、以上の結果は EBNA-1が潜伏感染 EBV DNAを細胞 DNA

の複製の場に取り込む可能性を示す。本研究は、ウイル

スが細胞周期の制御を受けつつ潜伏感染を持続するため

の新しいストラテジーを示唆する(Ito & Yanagi, 2003)。[伊藤

さゆり、柳 壹夫] 

 

２．EBV核抗原-１は細胞核ラミナ(nuclear lamina)の成分であ

るラミン B1タンパク質と核質および核膜沿いに局在する

ーEBNA-1の新しい局在性    

 

 EBNA-1 が細胞核の核質内の多くの顆粒状に高密度に局

在することは広く観察されてきたがその実体は全く不明

であった。我々はその顆粒構造が S期の細胞においては細

胞 DNA の複製フォーカスであることを上記の研究で解明

し報告した（Ito et al., 2003）。EBNA-1タンパク質の核内にお

ける局在と存在状態の探索を進める過程で、我々は

EBNA-1 タンパク質が核膜に沿った局在のパターンを示す

細胞が観察されることを見出し、その性質を分析した。EBV

核抗原-１が、細胞核ラミナ(nuclear lamina)の構成成分であり

かつ核質にもスポット状に存在するラミン B1タンパク質

と核膜沿いおよび核質に局在することを明らかにし、報

告した（Ito et al., 2003）。最近、核ラミナおよびその成分は

細胞核の構造と機能に重要な役割を果たしていることが

示唆されており、本研究は EBNA-1 の作用メカニズムの解

明に意義を有する。[伊藤さゆり、柳 壹夫] 

 

３．EB ウイルス（EBV）核抗原-１の細胞核内輸送のメカ

ニズムの研究 

 

 我々は数年前に、EBV核抗原-１(EBNA-1)が、細胞核タン

パク質の細胞質から細胞核内への移行に重要な役割を果

たす核輸送因子カリオフェリンアルファー１（NPI-1）と

カリオフェリンアルファー２（Rch1）と結合することを報

告した（Ito, S. et al., 2000）。その後、これらの因子が実際に

EBNA-1 タンパク質の核内輸送に寄与しているかどうかの

検討を進めてきた。その目的で部位特異的点変異法によ

り EBNA-1のアミノ酸置換変異体を作成した。EBNA-1点変

異体の性質の分析により、EBNA-1 の核内移行の調節メカ

ニズムに関する研究を行った。[伊藤さゆり、北村 亮、

柳 壹夫] 

 

４．EBウイルス（EBV）核抗原-２と EBV核抗原-１に対す

る IgG 抗体の健康人年齢分布および伝染性単核症患者の

EBV抗体応答—EBV感染の動態  
 

 EBV 核抗原-２(EBNA-2)と EBV 核抗原—１(EBNA-1)を個別
かつ高率に発現する種々の細胞株を作成した（Harada and 

Yanagi, 1992）。その応用として蛍光抗体法によるヒト血清

抗体の分析系の開発と血清疫学的研究を行ってきた。我

が国の EBV感染は、幼少期における高率の初感染に特徴が

あることに着目し、健康人の EBNA-2と EBNA-1に対する IgG

抗体の年齢群別分析を進めた。さらに、比較のために EBV

初感染によって発症する伝染性単核症患者における EBV

抗体応答を分析した。（投稿中）[原田志津子、北村 亮、

柳 壹夫] 

 

５．EBウイルス核蛋白 EBNA-LPの相互作用蛋白同定 

 

 EB ウイルス感染のごく初期に発現する核蛋白 EBNA-2

と EBNA-LPはウイルス潜伏感染成立に必須の蛋白である。

EBNA-LP が EBNA-2 の転写活性化補助因子として機能する

事を筆者はすでに報告しているが、その機構の解明の為、

EBNA-LP と相互作用する細胞性蛋白の解析を続けている。

酵母２ハイブリッド法や免疫沈降法で作用蛋白を検索し

たところ、いくつかの候補蛋白が得られた。そのうちの

アポトーシス関連蛋白等について機能解析をおこなった。

[原田志津子] 

 

６．EB ウイルス核蛋白 EBNA-LP 変異体のドミナントネガ

ティブ効果 

 

 いくつかの EBNA-LP 変異体を作成し機能を解析する過
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程で、あるカルボキシ末端欠損変異型 EBNA-LP が自身の

補因子機能に関して抑制の働きをする事を発見した。こ

のドミナントネガティブ効果が導入遺伝子量に比例する

ことや、変異型 EBNA-LP が野生型分子と多量体を形成す

ることなどを明らかにした。EB ウイルス感染によるリン

パ腫細胞の遺伝子発現解析に関してこの変異体の応用利

用を検討している。[原田志津子] 

 

７．水痘ウイルス ORF6ーPCRと RFLP解析による Oka ワク

チン株識別法の開発 

 

 VZV の野生株と Oka ワクチン株を正確に区別する新し

い方法を開発した。野生株、Oka親株、Okaワクチン株 DNA

の ORF1-37領域を PCRで増幅し、産物の RFLPを比較した。

ORF6,ORF10,ORF35 でワクチン株と親株や他の野生株との間

にヌクレオチドの変異がみられた。Oka親株と Okaワクチ

ン株をプラック精製し、いくつかのクローンについてこ

れらの変異点の塩基配列を調べた。Oka ワクチン株の 11

クローンには少なくても３遺伝子型があり、全 11クロー

ンで変異が認められたのは ORF6の AluI切断点（nt5745）だ

けであった。一方 Oka 親株の４クローンは単一の塩基配

列を示した。VZV の ORF6 を増幅しその産物を AluI で切断

すると、Oka ワクチン株をその親株や 60 株以上の日本お

よび国外の野生分離株から正確に区別することができた。

ORF6領域は、GC含量が多い ORF62領域より容易な条件で

増幅できるので、ORF6 の AluI 切断点は、ORF62 の SmaI 切

断点に代わりうる有力なマーカ－ であることが判明した。

[高山道子] 

 

Ⅴ. 第五室 

 

1. 動物園職員オウム病集団発生事例の感染源について

の検討 

 

2001年 6月に神奈川県の動物園で飼育しているヘラジ

カの出産介助に起因する C.psittaci感染症集団感染事例で、

分離株の生物学的特徴の詳細について引き続き検討した。

ヘラジカからの分離株の生物学的特徴と感染経路の特定

については、ヘラジカからの分離株は C.psittaciであり、ま

た周辺の鳥の関与が疑われたが、分子生物学的解析では

ハトの株に最も近いことが判明した。そこでヘラジカへ

の感染経路を特定するため、動物園のヘラジカ舎付近の

ハトとカラスを捕獲し、その中のハトの１羽の総排泄腔

スワブから検出された遺伝子の解析を行なっているが、

現在までの解析でヘラジカ C.psittaci からの株とほぼ一致

しており、ハトが動物への感染源になり得るかさらに詳

細な検討を行なう予定である。[小川基彦、蔡 燕、岸本

寿男、志賀定祠、多田有希（川崎市健康福祉局健康部疾

病対策課）、福士秀人（岐阜大学獣医学家畜微生物）] 

 

2. ヘラジカ出産介助に起因するオウム病５症例の臨床像の

解析 

集団発生事例の 5症例はそれぞれ獣医師の 52歳男性。飼

育係の45歳男性。獣医師の29歳男性。飼育係の37歳男性。

飼育係の52歳男性で、潜伏期間は６～10日で､ 高熱と悪寒､ 

頭痛などで全例発症し､ ２例で咳嗽を伴い､ うち１例は肺炎で

あった。背部痛または腰痛を３例に認めた。抗クラミジア薬が使

用された４例では奏効し､ １例は自然治癒した。全例CRP上昇を

認めるも白血球増多はなかった。症状はオウム病の臨床像に一

致していた。[岸本寿男、小川基彦、蔡 燕、志賀定祠、倉根

一郎、吉川 徹（労働科学研究所研究部）、多田有希（川崎

市健康福祉局健康部疾病対策課）、藤井逸人・中島一敏・大

山 卓（感染症情報センター実地疫学調査チーム(FETP)）、新

井 智・岡部信彦（感染症情報センター）] 

 

3. オウム病の動植物展示施設における集団発生事例の

検討-検出クラミジアの分子生物学的検討 

 

 2001年 12月、島根県の動植物展示 A施設において発

生したオウム病集団感染事例でトリから得られた株に

ついて、A施設で得られた病原体と他の C施設国内分離

株を含めて分子生物学的に比較検討した。鳥の総排泄腔

スワブの PCR 検査でクラミジア遺伝子陽性であった 18

検体(A施設９検体､ C施設９検体)の PCR産物､および同

材料から分離したクラミジア７株(A 施設６株､C 施設１

株)について､主要外膜蛋白(MOMP)遺伝子配列を決定し比

較した。分離株の基本小体(EB)を精製し､SDS-PAGEによる

泳動パターンを比較すると同時に､鳥由来標準株 6BC や､

従来の国内発症オウム病症例の鳥分離株とも比較した。

A施設由来株の遺伝子配列は他施設の株や従来の国内株

と 14～18塩基対の相違があり､大きく異なっていた。ま

た､EB 蛋白質の SDS-PAGE 泳動パターンを比較した結果､

A施設株の MOMP分子量は約 42kDa､一方､他施設株および

国内標準株 Budgerigar No.1の MOMP分子量は 40kDaで､これ

らの株間で差が見られた。[蔡 燕、岸本寿男、小川基

彦、志賀定祠、倉根一郎、田原研司・板垣朝夫（島根県

環境保健科学研究所）、福士秀人（岐阜大学獣医学家畜

微生物）] 

 

4. オウム病集団発生分離株と患者血清との免疫学的反

応性についての検討 

 

 島根県の A 施設で感染した患者の血清を用いて､ A 施

設と他施設由来株の精製 EB蛋白との反応性についてウエ

スタンブロッティング法(WB)にて比較解析した。A施設で

感染し発症した患者血清の MOMPに対する反応性は、１７

例中３例で A 施設由来株に対しては特徴的に反応するバ

ンドが認められたが、C 施設由来株および Budgerigar No.1
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では１例も認められなかった。一方、過去に国内で発生

したオウム病患者血清の MOMPに対する反応性は、C施設

由来株および Budgerigar No.1に対しては特徴的な反応バン

ドが認められ、A 施設由来株に対しては認められなかっ

た。以上のことから、今回 A 施設で分離されたクラミジ

ア株が集団発生の原因菌の一つである可能性は高いと考

えられた。他の株によるものも含まれている可能性も否

定できないため、さらに検討する必要があると考えてい

る。[蔡 燕、岸本寿男、小川基彦、志賀定祠、倉根一郎、

田原研司・板垣朝夫（島根県環境保健科学研究所）、福士

秀人（岐阜大学獣医学家畜微生物）、松井珠乃・中島一敏

（感染症情報センター実地疫学調査チーム(FETP)）、岡部

信彦（感染症情報センター）] 

 

5. トリに対するオウム病クラミジア治療法の検討 

 

 トリに対するオウム病クラミジアの治療効果を検討す

るため、オウム病集団発生事例の起こった A 施設の全て

のトリに約 3週間の TC系抗菌薬（クロールオキシテトラ

サイクリン）を投与し,その治療前後のトリ由来検体で

PCRによる検出を試みた。治療後、3週間以上経過した時

点で検体採取を行ったが PCR 法では陰性であった。また

投薬前にC.psittaci 遺伝子が検出された鳥については､さら

に６ヶ月後の陰性の維持を確認した。[岸本寿男、小川基

彦、蔡 燕、志賀定祠、アグス・セティヨノ、倉根一郎、

田原研司・板垣朝夫（島根県環境保健科学研究所）、福士

秀人（岐阜大学獣医学家畜微生物）、松井珠乃・中島一敏

（感染症情報センター実地疫学調査チーム(FETP)）、岡部

信彦（感染症情報センター）] 

 

6. 肺炎クラミジア感染症の血清診断における特異 IgM測

定の有用性の検討 

 

 肺炎クラミジア感染症の血清診断において、適切な時

期のペア血清を得ることが困難なため、IgG 並びに IgAの

測定意義は必ずしも高くない。そこでシングルでも診断

的意義が高いとされる特異 IgM測定の有用性を、ペア血清

が得られた市中肺炎例 168例を対象に、ELISA法ヒタザイ

ム C.ニューモニエ(日立化成)、micro-IF 法を比較し検討し

た。それぞれ IgG,A,M (IgMは RFを除去処理後測定)について

比較した。IgGでは ELISA、micro-IFともに急性感染の基準を

満たしたものはなく、IgAでも ELISAが２例のみで、micro-IF

では有意な上昇を認めたものはなかった。一方 IgM では

ELISAで ID1.60以上が 25例、micro-IFで 32倍以上が 14例あ

り確定診断の診断率が高かった。IgM測定は、成人市中肺

炎例において、ELISA法、micro-IF法ともに確定診断に有用

であり、ELISA法は micro-IF法に比べより診断率は高かった。

[志賀定祠、岸本寿男、小川基彦、中浜 力（中浜医院）、

川越清隆・増田周子（日立化成）] 

 

7. 本邦における Simkaniaの血清疫学 

 

 Simkania negavensis(S.negavensis)はイスラエルの Kahane らが

1993 年に分離報告し、現在クラミジア目シムカニア科に

分類されている微生物である。欧米で気道感染症との関

連が報告されているが、本邦での疫学データはない。そ

こで S.negavensis (ATCCVR-1471)を抗原として micro-IFによる

Simkania の血清疫学を行った。対象は健常成人 280 人で血

清 IgG抗体価が 8倍以上を陽性とした。陽性は 39人(13.9%)

で、本邦においても Simkania感染が存在することが明らか

になった。今後さらに年齢別抗体保有率や呼吸器感染症

での関与について検討するとともに、ELISAや感染細胞を

使った抗体価測定を行い比較する予定である。[山口徹也、

岸本寿男、山崎 勉、小川基彦、蔡 燕、アグスセティ

ヨノ、志賀定祠] 

 

8. 成人市中肺炎でのクラミジア及びＱ熱の関与につい

ての多施設検討 

 

全国の一次医療機関 20 施設を受診した成人市中肺炎

の軽・中等症の症例で、2000年 11月以来、現在までに集

積された 168 例の臨床的検討を行なった。当室ではクラ

ミジア 3 種、Ｑ熱の各種検査を実施した。起炎菌診断率

は74%で、細菌性36％、細菌とクラミジアの混合型が12％、

非定型菌が 26％であった。クラミジアの関与では

C.pneumoniaeが単独では 17%と肺炎球菌、マイコプラズマに

ついで多かったが、複数菌の関与としては C.pneumoniaeが

最もも多かった。Ｑ熱は３例で関与が疑われた。市中肺

炎での肺炎クラミジアの重要性が再確認された。[岸本寿

男、小川基彦、志賀定祠、中浜 力(中浜医院)、斉藤 厚

(琉球大学第一内科)、松岡喜美子(大阪府立病院臨床検査

部)、川越清隆・増田周子(日立化成)] 

 

9. ヒノキチオールの抗クラミジア効果についての検討

―形態学的検討 

 

ヒバより抽出され、種々の細菌に対して増殖抑制効果

を有することが報告されているヒノキチオールについて、

in vitroでの C.trachomatis に対する抑制作用について検討し、

電子顕微鏡による形態学的変化を観察した。32μg/ml で

封入体の形成は完全に抑制された。また感染 10数時間経

過した後に同じ濃度のヒノキチオールを加え、80時間後

に電子顕微鏡で観察したところ、薬剤を加えた時点で増

殖が停止しており、ヒノキチオールの抗クラミジア効果

が認められた。[山野宏晃、岸本寿男、山崎 勉、小川基

彦、志賀定祠] 

 

10. 急性Ｑ熱患者における血清抗体価の推移と Coxiella 

burnetii遺伝子の検出 
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 オーストラリアの農場視察旅行に参加した畜産関係者

３名が現地で感染し，帰国後発症した典型的な急性Ｑ熱

の症例を経験したので，患者の抗体価推移および血中か

らの遺伝子検出を長期間検討した．3症例すべてで，Coxiella 

burnetii 2相菌に対する IgMおよび IgG抗体がともに急性期と

比較して回復期で 4 倍以上上昇し，IgM および IgG 抗体価

の最高値は，それぞれ 1024～2048 倍および 512～4096 倍

であった．仮の診断基準として「IgM≧64 かつ IgG≧512」

をあてはめると，患者 Aでは 45病日間，患者 Bでは 199

病日間および患者 C では 122 病日間で陽性と診断され，

診断基準として実用的であることが示唆された．また，

症状が重い患者AのみからC. burnetii遺伝子が検出された．

一方で，患者 Bおよび Cからは検出されず，発症直後の

急性極期の検体を用いて検討する必要性が示唆された．

今回の解析で，実験室診断法の適切化および標準化を行

う上で重要な情報が得られた．今後は，国内症例との比

較・検討を行い，わが国に適した血清診断法および遺伝

子検出法の確立を行っていく予定である．[小川基彦、岸

本寿男、志賀定祠、河本知秀（河本医院）、 川本 歩（鳥

取県衛生研究所）、山下照夫（愛知県衛生研究所）、打田

裕一（協立病院）、加藤活大（厚生連加茂病院）] 

 

11. 急性Ｑ熱の血清診断における ELISA キットの応用に

ついての検討 

  

Ｑ熱の簡便な血清診断法の標準化のため，今回, 急性

Ｑ熱の輸入 3症例の血清を用いて,欧米で使用されている

ELISAキット（PanBio社）を使用し IFA法と比較した.急性感

染の判定基準は IgGについては ELISAキットではインデッ

クス値(ID)>11で,IFAは 1:512以上,また IgMでは ELISAキット

ID>11で,IFAは 1:64以上とした.この判定基準を満たした血

清は,それぞれ IgGで ELISAが 15検体,IFAが 16検体で,IFAに

対する ELISAの感度は 93%であった.一方 IgMでは ELISAが 17

検体,IFA も同じく 17 検体で,IFA に対する ELISA の感度は

100%であった.しかし,各抗体価での特異性(ELISA 陰性/IF 陰

性)をみると,IgGでは 100%,IgMでは 40%であった.次に 3症例

の経時的な血清にて,2 つの測定法で抗体検出の時期と推

移を見たところ ,IgG についてはほとんど差はなかった

が,IgMでは 2例で ELISAがより長期間にわたって検出可能

であった.今回用いた血清では,本 ELISA キットによるＱ熱

抗体測定はほぼ IFA 法と同様の推移を示し,また感度も同

等と思われた.今後検体数を増やしてさらに臨床使用の有

用性を検討する予定である．[アグス・セティヨノ、小川

基彦、志賀定祠、蔡 燕、岸本寿男、倉根一郎、高橋 洋

（坂総合病院）渡辺 彰（東北大学加齢医学研究所）] 

 

12. トルコのダニ媒介性不明疾患におけるリケッチア症

に関する調査 

  

 トルコ中央部やや北よりの県で、不明疾患が問題にな

り、５月下旬患者１４名集中的に発生し，４名が死亡し

た．ある河にそって発生し、周辺地区に注意を促した結

果、把握患者数２０名が確認された。季節的に例年この

時期に発生し、多くの患者にダニ刺口が認められ，

doxycycline が有効であった。また，患者には，血小板減少, 

発疹,発熱， ALT 上昇、AST 上昇、出血、出血傾向などが

認められたため，エーリキア症，リケッチア症を疑い，

トルコの保健省から検査依頼があった．血清診断の結果，

Ehrlichia chaffeensis，Orientia tsutsugamushi Karpおよび Gilliam株，

Rickettsia typhiに対する抗体価は認められなかった．紅斑熱

リケッチアの R.japonica，R.conori，R.akariに対する 32～64倍

程度（polyvalent）の抗体価が認められた．また，全てのエ

ーリキアを増幅可能なＰＣＲ法の結果，23検体中 9検体

に陽性コントロールと同じサイズの産物がみられたが，

シークエンスの結果，他の菌の混入であった．顆粒球エ

ーリキアに特異的なＰＣＲ法の結果は，全て陰性であっ

た．次に紅斑熱群およびチフス群リケッチアを増幅可能

なＰＣＲ法の結果，23検体中 9検体に陽性コントロール

と同じサイズの産物がみられたが，シークエンスの結果，

非特異反応であった．また，紅斑熱群リケッチアに特異

的な 2 つのＰＣＲ法の結果は，全て陰性であった．以上

の結果から，ツツガ虫病，紅斑熱群，チフス群リケッチ

ア，エーリキアが，今回のアウトブレイクの原因とは断

定できなかった．[小川基彦、アグスセティヨノ、岸本寿

男、海保郁男（千葉県衛生研究所）] 

 

13. Ｑ熱と慢性疲労症候群に関する研究 

  

 2002年 3月から慢性疲労症候群様患者を対象にＱ熱の

血清診断および PCR法による遺伝子検出を行った．37名

中，IgGが 2～64倍認められた患者が 2名，IgMが 32倍認

められた患者が 1 名であった．また，いずれの患者から

も PCR 法による遺伝子は検出されなかった．今回の結果

からは，抗体価が高い症例はなく，遺伝子も検出されな

かったので，Ｑ熱と慢性疲労症候群の関係は強く示唆さ

れなかった．今後も，慢性疲労症候群とＱ熱の関係につ

いて継続して検討していく予定である．[小川基彦、袴田

泰弘（静岡県立病院）] 

 

Ⅵ. 検定、検査及びレファレンス業務 

 

1. 日本脳炎不活化ワクチンの国家検定および依頼検査 

 

 平成１４年度は42ロットの日本脳炎ワクチンの国家検

定を実施し、41ロットを合格と判定した。1ロットにつ

いては、再抜き後再試験を実施した結果、不合格と判定

した。[根路銘令子、高崎智彦、山田堅一郎、伊藤美佳子、

倉根一郎] 

 

2. 黄熱ワクチンの依頼検査 
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平成１４年度２ロットの黄熱ワクチン行政検査を実

施した。[高崎智彦、山田堅一郎、倉根一郎] 

 

3. 日本脳炎、ウエストナイル熱、デング熱、黄熱の行政

検査 

 

日本脳炎の行政検査は５件、いずれもウエストナイルウイルス

との鑑別診断もその目的であり、ウエストナイルウイルスの検査も

実施した。デング熱は1件、黄熱のワクチン接種後の症例に関し

て 1 件、それぞれ検査を実施した。ウエストナイル熱に関しては、

骨髄移植ドナーに関する行政検査を一件実施した。[高崎智彦、

根路銘令子、山田堅一郎、伊藤美佳子、倉根一郎] 

 

4. ウエストナイルウイルスの行政検査 

 

カラスの集団死亡事例に関して、神奈川県からと外務

省からの依頼により、それぞれ行政検査を実施した。[高
崎智彦、野村秀和、倉根一郎、山田章雄・棚林 清・井

上 智（獣医科学部）、佐多徹太郎・岩田奈織子（感染病

理部）、倉田 毅] 
 

5. 狂犬病ワクチンの検定 

 

 乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン２ロット（1302、1401）に

ついて、生物学的製剤基準に基づいて、力価試験及び不活

化試験を行い、合格と判定した。[新井陽子、森本金次郎、倉

根一郎] 

 

6. 水痘ワクチンおよび水痘抗原の国家検定 

 

 乾燥弱毒生水痘ワクチン製剤６ロットの国家検定品を

受理した。メーカー自家試験記録を検討し、生物学的製

剤基準に沿って力価試験と表示確認試験を行った。乾燥

弱毒生水痘ワクチン製剤の依頼検査品９ロットを受理し、

国家検定に準拠して自家試験記録を検討し、依頼検査指

定項目について試験を行った。以上の合計１５ロットの

全てについて合格と総合判定した。[高山道子、原田志津

子、柳 壹夫、倉根一郎] 

 

7. 体外診断薬の依頼検査 

 

 クラミジアトラコマチスの体外診断試薬の依頼検査と

して遺伝子検出キット２件について感度、特異性、再現

性の試験を行った。[小川基彦、志賀定祠、岸本寿男、倉

根一郎] 

 

8. リケッチア及びクラミジア感染症に関する検査業務 

 

オウム病クラミジアの血清診断について行政検査を

１７例について行った。肺炎クラミジア、オウム病クラ

ミジア、クラミジアトラコマチスの血清診断と分離培養、

PCRについて依頼検査を計約 300例 600検体行った。ツツ

ガ虫病，紅斑熱群リケッチア症，Ｑ熱に関する検査を計

約 50例 100検体行った．紅斑熱群リケッチア陽性が 1例、

ツツガ虫病陽性が 1 例であった．いずれも、血清診断は

陽性であったが、PCR 法により遺伝子は検出されなかっ

た．[小川基彦、志賀定祠、岸本寿男、倉根一郎] 

 

9. リケッチア及びクラミジア感染症に関するレファレ

ンス業務 

 

クラミジア分離培養用の細胞を国内 6施設、海外１施

設に分与した。肺炎クラミジア、オウム病クラミジア、

クラミジアトラコマチスの血清診断用の抗原、分与用生

菌の作成及び調整を行った。それらを国内 9 施設、海外

2 施設の共同研究機関に分与した。ツツガ虫病、紅斑熱

群リケッチア症、Ｑ熱および発疹チフスの血清診断用抗

原および分与用生菌の作成および調整を行った．また地

方衛生研究所および海外（韓国，オーストラリア）の共

同研究機関への分与を行った．[小川基彦、志賀定祠、岸

本寿男] 

 
Ⅶ. 協力研究員、研究生、実習生等 
 

・第一室 

協力研究員   ４名（樗木俊聡、小安重夫、池上徹 

  郎、Brighden Kakonkanya） 

 実習生     1名（石橋智子） 

・ 第二室 

協力研究員   ７名（名和 優、吉田靖子、山本 晃、 

  原田 誠、飯塚信二、中山幹男、矢部貞雄） 

客員研究員   1名（鈴木隆二） 

研究生     1名（Beti Ernawatti Dewi） 

・ 第三室 

協力研究員   1名（森 茂俊） 

研究生     1名（井上謙一） 

実習生     1名（庄司洋子） 

・ 第四室 

協力研究員   ５名（伊藤さゆり、青塚新一、大 

  川雅子、小澤 茂、関沢 剛） 

 実習生     1名（北沢 亮） 

・第五室 

協力研究員   10名（山野宏晃、山口徹也、井筒 浩、 

  萩原敏且、大口純人、竹村 弘、山崎 勉、宮野 

  昭弘、麻生宣子、タフィール・ラフィール・ブッ 

  タ） 

 流動研究員   2名（アグス・セティヨノ、蔡燕） 

 研究生     1名（野坂忠政） 
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2. 国内学会 

 

1）福田昌子、江下優樹、安西三郎、大塚 靖、青木千春、

高岡宏行、高崎智彦、山田堅一郎、内田幸憲、倉根一郎: 蚊

類のアルボウイルス媒介能（３）PCRを用いたデングウイ

ルス媒介蚊２種の識別. 第54回日本衛生動物学会大会大

会、東京、一橋記念講堂、2002年4月 

2）高崎智彦、倉根一郎：ウエストナイル熱と血清診断法，

第 2回抗体測定法研究会、2003年 2月 13日 

3）倉根一郎：ウイルス感染症の脅威と日本の対策：節足

動物媒介性ウイルスの脅威。北里医学会総会特別講演、

北里大学、相模原市、2002年11月2日 

4）倉根一郎：ウエストナイルウイルスと防疫体制、近未

来危機管理研究会、東京都、2003年 1月 24日 

5）倉根一郎：ウエストナイル熱について。神奈川県感染

症医療従事者等研修会、横浜市、2003年 1月 28日 

6）倉根一郎：ウエストナイルウイルス：日本にくるか？

診断法は？ワクチンは？ 第 2回抗体測定法研究会、東

京都、2003年 2月 13日 

7）倉根一郎：節足動物媒介性ウイルス感染症．第 4回感

染症フォーラム、大阪市、2003年 2月 19日 

8）倉根一郎：ウエストナイル熱．日本医師会第 14 回危

機管理対策協議会, 東京都、2003年 3月 12日 

9）池上徹郎、新倉昌浩、西條政幸、前田秋彦、緒方もも

子、倉根一郎、吉川泰弘、森川茂：エボラウイルスレス

トン株を特異的に検出する抗原捕捉 ELISA の開発．第 50

回日本ウイルス学会学術集会・総会 札幌 2002年 10月

16-18日 

10）錫谷達夫、西條政幸、石岡賢、石橋啓、金子久俊、

森修一、大橋一孝、吉良俊彦：アシクロビル，ペンシク

ロビルは単純ヘルペスウイルスの突然変異を誘導する

か？第 50 回日本ウイルス学会学術集会・総会 札幌 

2002年 10月 16-18日 

11）前田秋彦、Lee Byoung-Hee、吉松組子、西條政幸、緒方

もも子、有川二郎、倉根一郎、森川茂：ハンタウイルス

の核蛋白質（NP）と small ubiquitin-like modifier-1（SUMO-1）結

合酵素（Ubc9）との結合．第 50回日本ウイルス学会学術

集会・総会 札幌 2002年 10月 16-18日 

12）西條政幸、森川茂、前田秋彦、緒方もも子、倉根一

郎：クリミア・コンゴ出血熱の抗原検出 ELISAによる診断

の有用性と問題点．第 50回日本ウイルス学会学術集会・

総会 札幌 2002年 10月 16-18日 

13）西條政幸、森川茂、前田秋彦、緒方もも子、倉根一

郎：中国新疆ウイグル自治区におけるクリミア・コンゴ

出血熱の分子疫学的解析．第 50回日本ウイルス学会学術

集会・総会 札幌 2002年 10月 16-18日 

14）西條政幸、唐青、森川茂、前田秋彦、倉根一郎：ク

リミア・コンゴ出血熱に対するリバビリンによる治療経

験．第 13回抗ウイルス化学療法研究会 津田沼 2003年

1月 27-29日 

15）西條政幸、錫谷達夫、森川茂、前田秋彦、倉根一郎：

2 番目のメチオニンから翻訳されるチミジンリン酸化酵

素を発現する単純ヘルペスウイルス 1 型の薬剤感受性．

第 13回抗ウイルス化学療法研究会 津田沼 2003年 1月

27-29日 

16）中山幹男、松野重雄、吉田靖子、山西重機、高崎智

彦、倉根一郎:日本脳炎ウイルス分離株の遺伝学的変異と,

その抗原性解析．第 50回日本ウイルス学会．札幌 2002

年 10月 13-15日．  

17）根路銘令子、高崎智彦、山田堅一郎、伊藤美佳子、

倉根一郎:フラビウイルス科、フラビウイルス属、日本脳

炎ウイルス種の命名法に関する提案．第 37回日本脳炎ウ

イルス生態学研究会．大分 2002年 7月 4-5日．  

18）高崎智彦、根路銘令子、山田堅一郎、伊藤美佳子、

倉根一郎:針無圧力注射器を用いた日本脳炎不活化ワクチ
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ン接種による中和抗体誘導．第 37回日本脳炎ウイルス生

態学研究会．大分 2002年 7月 4-5日．  

19）山田堅一郎、高崎智彦、根路銘令子、伊藤美佳子、

Atchareeya A-Nuegoonpipat,田部井由紀子、吉田靖子、名和 優、

三輪俊樹、高橋正樹、倉根一郎:輸入デングウイルス感染

症（1998－2001）．第 37回日本脳炎ウイルス生態学研究会．

大分 2002年 7月 4-5日．  

20）伊藤美佳子、高崎智彦、山田堅一郎、根路銘令子、

野村秀和、Atchareeya A-Nuegoonpipat、倉根一郎：わが国に

おける輸入感染症から分離されたデングウイルスの遺伝

子解析 トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会 札幌 

2002年 10月 15日 

21）新井智、高崎智彦、多屋馨子、倉根一郎、岡部信彦:

流行予測調査事業グループ．小児における予防接種歴別

日本脳炎ウイルス中和抗体保有状況～2000 年度感染症流

行予測調査より～ 第 34 回小児感染症学会 (札幌) 11

月．2002年 11月 8-9日 

22）高崎智彦、倉根一郎:シンポジウム：新興・再興節足

動物媒介ウイルス感染症の現状．第 43回日本熱帯医学会

大会 高知 2002年 11月 21-22日  

23）新井 智、高崎智彦、多屋馨子、松永康子、倉根一

郎、岡部信彦:2000年度感染症流行予測調査事業の結果を

用いた、小児における予防接種歴別日本脳炎ウイルス中

和抗体保有状況  第 6 回日本ワクチン学会 千葉 2002

年 11月 30日－12月 1日 

24）中山幹男、松野重夫、高崎智彦、倉根一郎：組織培

養不活化日本脳炎ワクチンに関する研究－Vero 細胞で増

殖させたウイルスの遺伝学的検討－  第 6 回日本ワクチ

ン学会 千葉 2002年 11月 30日－12月 1日 

25）近藤 愛、国重 誠、七条加奈、大島康志、三ツ井

貴夫、松本俊夫、高崎智彦、山田堅一郎、倉根一郎: 灰白

質を中心とした重篤な脳脊髄炎を呈したデング熱の 1

例」日本神経学会中四国地方会 岡山 2002年 12月 7日 

26）高崎智彦:バイオエマージェンシーとしてのウイルス

感染症 平成14年度４回 阪神地区感染症懇話会講演会 

大阪 2003年 1月 31日 

27）高崎智彦:バイオエマージェンシーとしての米国のア

ルボウイルス感染症 関西実験動物研究会第 77 回研究会 

京都  2003年 3月 7日 

28）高崎智彦:ウエストナイルウイルス感染症とその対策
（教育講演） 第 42回感染性腸炎研究会総会 東京都 
2003年 3月 8日 
29）井上謙一、一條宏、小山真恵、筧慎治、森本金次郎、

飯島敏夫：海馬皮質領域における transneuronal tracerとして

の狂犬病ウイルスの動態解析 Transneuronal tracing with rabies 

virus in the rat hippocampal neural circuit. 第２５回日本神経科

学大会 東京 ２００２年７月７－９日 

30）井上謙一、庄司洋子、酒井健夫、倉根一郎、森本金

次郎：新規狂犬病ウイルス cDNA 発現法による組換え

HEP-Flury 株の作製及び同法の有用性の解析 第５０回日

本ウイルス学会総会 札幌 ２００２年１０月１６－１

８日 

31）本井ゆり恵、井上智、井上さやか、八田一、佐藤こ

ずえ、森本金次郎、山田章雄：免疫鶏卵法で作製した坑

狂犬病ウイルスリコンビナント蛋白 IgY の反応性と有用

性 第１３５回日本獣医学会学術集会 東京２００３年

３月３０日－４月１日 

32）森本金次郎：リバースジェネティクスを用いた狂犬

病ウイルス病原性の解析 第１３５回日本獣医学会学術

集会 微生物分科会シンポジウム 東京 ２００３年３

月３０日 

33）新井陽子、亀岡洋祐：中央アジア、キルギスタンの

コウモリ（Myotis blythi）から分離された Aravan virusの性状：

リッサウイルスの新しい genotypeの可能性 日本ウイル

ス学会総会 札幌 2002年 10月 16-18日 

34）柳 壹夫、伊藤さゆ：EB ウイルス核抗原—１は細胞
染色体 DNA の新たに複製した領域に局在する 第５０回

日本ウイルス学会学術集会 札幌 2002年 10月 16-18日 

35）柳 壹夫、伊藤さゆり：EB ウイルス核抗原—１は細
胞の新生クロマチン領域に局在する 第２５回日本分子

生物学会年回 横浜 2002年 12月 11-14日 

36）伊藤さゆり、後藤英介、柳 壹夫：EB ウイルスの潜

伏感染の維持に必要な EBウイルス核抗原—１（EBNA-1）
は EBV DNA が存在しない細胞において細胞クロマチンの

新生領域に共局在する 公開シンポジウム バイオイメ

ージングとナノテクノロジー 東京 2003 年２月 20-21

日 

37）高山道子、高山直秀：日本で長期間に分離された水

痘・帯状疱疹ウイルスの分子疫学．第４３回日本臨床ウ

イルス学会、秋田、2002年 

38）中村賢二、中島正光、大島美紀、岩本博志、平本雄

彦、岸本寿男、河野修興：鳥類展示施設への団体旅行に

て発症したオウム病の 2例 第 37回日本呼吸器学会中国

四国地方会・第 41回日本肺癌学会中国四国地方会 徳島 

2002年 7月 26-27日 

39）蔡燕、小川基彦、志賀定祠、アグス セティヨノ、岸

本寿男、倉根一郎、新田則之、田原研司、板垣朝夫、福

士秀人：オウム病集団発生事例に関連した病原体の分子

生物学的検討 第 20回日本クラミジア研究会・第 9回リ

ッケチア研究会合同研究発表会 岐阜 2002年 9月 21日 

40）岸本寿男：シンポジウム１. オウム病：オウム病の

臨床疫学的検討―集団発生 2事例から 第 20回日本クラ

ミジア研究会・第 9 回リッケチア研究会合同研究発表会 

岐阜 2002年 9月 21日 

41）小川基彦、蔡燕、志賀定祠、アグス セティヨノ、岸

本寿男、倉根一郎、田原研司、板垣朝夫、福士秀人：シ

ンポジウム１. オウム病：鳥獣施設におけるオウム病集

団発生時の病原診断と病原体解析について 第20回日本

クラミジア研究会・第 9 回リッケチア研究会合同研究発

表会 岐阜 2002年 9月 21日 
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42）岸本寿男：シンポジウム 動物由来感染症の疫学、

診療、予防各論：オウム病 第 51回日本感染症学会東日

本地方総会・第 49 回日本化学療法学会東日本支部総会 

仙台 2002年 10月 31日－11月 1日 

43）松本哲哉、松村克己、岸本寿男、志賀定祠、村上日

奈子、川越清隆、小林寅喆、舘田一博、山口惠三：バン

グラディッシュの小児における急性呼吸器感染(ARI)の起

炎病原体の検討 第 51 回日本感染症学会東日本地方総

会・第 49 回日本化学療法学会東日本支部総会 仙台 

2002年 10月 31日－11月 1日 

44）小川基彦、河本知秀、川本歩、山下照夫、打田裕一、

加藤活大、アグス セティヨノ、志賀定祠、岸本寿男：急

性 Q熱患者における血清抗体価の推移と Coxiella burnetii遺

伝子の検出 第 51回日本感染症学会東日本地方総会・第

49回日本化学療法学会東日本支部総会 仙台 2002年 10

月 31日－11月 1日 

45）アグス セティヨノ、小川基彦、蔡燕、志賀定祠、岸

本寿男、倉根一郎、高橋洋、渡辺彰：急性 Q 熱の血清診

断における ELISA キットの応用についての検討 第 51 回

日本感染症学会東日本地方総会・第 49回日本化学療法学

会東日本支部総会 仙台 2002年 10月 31日－11月 1日 

46）小川基彦、岸本寿男、志賀定祠、倉根一郎、佐多徹

太郎、吉川徹、多田有希、福士秀人、中島一敏、新井智、

大山卓、岡部信彦：ヘラジカの出産介助に起因する動物

園職員のオウム病クラミジア感染症集団発生 ～第一報 

原因クラミジアの同定～ 第51回日本感染症学会東日本

地方総会・第 49回日本化学療法学会東日本支部総会 仙

台 2002年 10月 31日－11月 1日 

47）多田有希、吉川徹、中島一敏、新井智、大山卓、岡

部信彦、岸本寿男、小川基彦、志賀定祠、倉根一郎：ヘ

ラジカの出産介助に起因する動物園職員のクラミジア感

染症集団発生 第二報－5 症例の臨床像－ 第 51 回日本

感染症学会東日本地方総会・第 49回日本化学療法学会東

日本支部総会 仙台 2002年 10月 31日－11月 1日 

48）岸本寿男、小川基彦、志賀定祠、蔡燕、アグス セテ

ィヨノ、倉根一郎、新田則之、田原研司、板垣朝夫、福

士秀人、松本明、松井珠乃、中島一敏、岡部信彦：島根

県の鳥展示施設に関連したオウム病集団発生事例 第 1

報－臨床疫学的検討 第51回日本感染症学会東日本地方

総会・第 49 回日本化学療法学会東日本支部総会 仙台 

2002年 10月 31日－11月 1日 

49）蔡燕、小川基彦、志賀定祠、アグス セティヨノ、岸

本寿男、倉根一郎、新田則之、田原研司、板垣朝夫、福

士秀人、松本明、松井珠乃、中島一敏、岡部信彦：島根

県の鳥展示施設に関連したオウム病集団発生事例 第 2

報－感染源の調査、検査法、治療および病原体の検討 第

51回日本感染症学会東日本地方総会・第 49回日本化学療

法学会東日本支部総会 仙台 2002年 10月 31日－11月

1日 

50）岸本寿男：ペット等動物由来感染症の最新情報と対

策 第 29回公衆衛生学会 山形 2003年 3月 5日 

51）岸本寿男：シンポジウム 2) 肺炎クラミジア感染症

の最近の話題と検査診断法の展開 肺炎クラミジアによ

る感染症と疫学 第14回日本臨床微生物学会総会 名古

屋 2003年 1月 31日－2月 2日 

52）北沢貴利、太田康男、上田久仁子、奥川周、塚田訓

久、岸本寿男、木村哲：マクロファージにおける Chlamydia 

trachomatis LPS刺激による炎症サイトカイン発現 第 76回

日本感染症学会総会 東京 2002年 4月 11-12日 

 


